
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R4 年度用）          令和 5 年 2 月 12 日 

地区名 満日地区 

今

年

度

の

取

組

み 

・買物送迎支援について打合せ（6/16、6/24、6/30、7/22、9/29、10/18、11/18）コミ協・自治協・癒

しの福祉連絡協議会 

・地域福祉懇談会（9/18、2/12） 

・来年度の計画について打ち合わせ（11/11・11/22）福祉健康部会 

・認知症講座（6/30・10/14） 

・声掛け訪問・見守り活動（随時）地区社協 

・満日地区文化祭（10/30） 

 

 

課 

 

  

 

題 

・買物送迎支援の試行運行が大雪で１回しか実施できなかった為、３月の本格実施を通して、参加者、施

設の声を聞きながら今後進める必要がある。 

・認知症の理解は引き続き進める必要がある。また、認知症講座については思っている以上に人が集まら

なかった。今後認知症講座の周知や内容も検討していく必要がある。 

・文化祭のアンケートを取ったところ、開催時間が短いとの意見があった。 

・親子で安心して遊べる場が少ない。子どもが参加できるイベントを企画し、世代間交流の場を作ってい

く必要がある。 

・健康講座の参加者が少なかったことから、若い世代にも参加してもらう工夫が必要である。 

 

評 

 

価 

・買物支援実施後、地域の声を聞く中で買物支援の必要性を感じることができた。 

・認知症の講座は予定通り実施できた(１回約３０人の方が参加された) 

・買物送迎支援について、参加者からは楽しんでいた印象を受けた。大きな問題もなかった。 

・買物支援でつながった福祉施設へ文化祭の出展など協力をお願いしたところ、当日沢山の方の来場があ

った。また癒しの福祉ゾーンの文化祭にも地域で出展したことでつながりが深くなった。 

 

活

動

の

様

子 

 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・買物送迎支援試行運行を１回しか実施できなかったので３月の本実施 2 回を終えた時点で、参加者から

集まってもらい要望等の意見交換を検討する。その後福祉施設側と今後の実施要項について検討する。 

・認知症講座については来年度も継続していく予定。また、どうしたら参加者が増えるかを検討する。 

・文化祭は土日の２日間で検討する。 

・健康講座について現在講師の関係で金曜に開催していたが、若い世代の方も参加してほしいので土曜に

実施できるよう検討する。 

・親子ふれあい広場を実施予定。年２回夏と秋のあまり暑くならない時期に検討する。 

 

［参加者］満日コミ協：長谷川会長、菅井副会長、皆川副会長、栁澤副会長、帆苅会計、杵鞭七日町町内会会計、

杵鞭事務局長、坂爪事務局次長、田中参与、渡辺総務部長、小檜山教育・文化部長、昆

環境・安全部長、髙橋福祉・健康部長 

     秋葉区社協：横山事務局長補佐、吉岡 SC 

買物送迎 

 

地域福祉懇談会 

福祉健康部会 


